
　「感動」ってどうすれば伝わる？ 

　書くスキルでは現在、「感動作文コンクール」への応募に向けて、日々作文づ

くりに励んでいます。今回の作文では、筋道を立てて書くことはもちろんですが、

「自分の」感動をどう書けば「相手にも伝わる」感動になるか工夫することを学

んでいます。初日に子どもたちへ「最近感動したことってある？」と聞くと、当

たり前のように「え～・・・ない。」と答えが返ってきます。大人に質問をして

も、簡単にすぐ感動したことを答えるのは難しいことではないでしょうか。 

　そこで、まずは「感動」という言葉を崩して、うれしくなったことや心が温か

くなったこと、というふうにイメージ

を広げていきました。そうすると、

「新しい体操の技ができて嬉しかった」

「姫路城に登った時の見晴らしが良くて

びっくりした」など様々な声が上がりま

す。しかし本当の難しさは、それをどう

相手も共感できるようにまとめていくか

ということです。 

　教師も支援しながら、「新しい体操の

技ができて嬉しかった＝挑戦することの

大切さ」「姫路城に登った時の見晴らしが良くてびっくりした＝文化を守り続け

てきた人々の努力」など、まとめる内容をともに方向づけていきました。９月

いっぱいが締め切りです。いいものをつくるために、時間をかけて進めていきた

いです。

SOLAN Dream Climbers 
～夢に向かって一歩ずつ～ 
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